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芽室町教育委員会 



会 議 録 

 

平成 31 年４月 25 日第１回芽室町教育委員会会議を芽室町中央公民館２階図

書資料室で開催した。 

 

○開会時間   １６時３１分 

 

○閉会時間   １７時３７分 

 

 

○出席委員   教育長職務代理者          西 村 嘉 博 

委員                山 口 祥 子 

委員                田 口 聡 明 

委員                鳥 本 和 宏 

 

○欠席委員   なし 

 

○出席職員   教育長               武 田 孝 憲 

学校教育課長            松 浦 智 幸 

社会教育課長            日 下 勝 祐 

給食センター長           土 田 雅 敏 

図書館長兼図書館係長        藤 澤 英 樹 

学校教育課総務係長         中 田 雅 彦 

学校教育課学校教育係長       一 色 真由美 

社会教育係長            大 石 秀 人 

スポーツ振興係長          大 橋   毅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日程第１ 会議録署名委員の指名 

日程第２ 前会議録の承認 

日程第３ 教育長の報告 

日程第４ 報告第１号 就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件 

日程第５ 報告第２号 就学指定校変更認定の件（非公開） 

日程第６ 報告第３号 芽室町奨学金貸付の件（非公開） 

日程第７ 議案第１号 芽室町学校医委嘱の件 

日程第８ 議案第２号 芽室町教育支援委員会委員委嘱の件 

日程第９ 議案第３号 芽室町教育研究所職員委嘱の件 

日程第１０議案第４号 第１２地区教科書採択教育委員会協議会委員代理選任

の件 

日程第１１議案第５号 芽室町学校給食運営協議会委員委嘱の件 

日程第１２議案第６号 芽室町立学校における学校運営協議会委員委嘱の件 

日程第１３議案第７号 芽室町の部活動のあり方に関する方針策定の件 

日程第１４議案第８号 芽室町立学校における働き方改革推進プラン改定の件 

 

 

◎日程第 1「会議録署名委員の指名」 

○武田教育長 本日の委員会の出席は、全員の 5名であります。 

   教育長及び在任委員の過半数が出席しておりますので、本日の委員会

は有効に成立いたしております。 

   それでは、第 1回の教育委員会の会議を開会いたします。 

   早速議事に入りたいと思います。 

   本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりでございます。 

   日程第 1「会議録署名委員の指名」についてでありますけれども、本日

の会議録署名委員には、山口祥子委員といたします。どうぞ、よろしくお

願いいたします。 

 

◎日程第 2「前会議録の承認」 

○武田教育長 次に、日程第 2「前会議録の承認」でありますけれども、別紙

議事録のとおりでありますけれども、何か御意見ありますでしょうか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、前会議録については承認をいたします。 

 

◎日程第 3「教育長の報告」 

○武田教育長 次に、日程第 3「教育長の報告」についてであります。 

   私からは 2点について報告をさせていただきます。 



   1 点目でありますけれども、4 月 10 日に十勝管内市町村教育委員会教

育長会議が開催をされました。十勝教育部の大橋局長から平成 31 年度の

十勝管内教育推進の重点について説明がありました。本日お渡ししてお

ります資料を後ほどご覧いただきたいと思いますけれども、教育長会議

の後に開催されました十勝管内小中校長会議においても同様の説明がな

されまして、情報共有が図られたところであります。 

カラーのページとその重点ということでお渡ししておりますので、後

ほどご覧いただければと思っております。 

   2 点目でありますけれども、同じく 10 日に開催された第 12 地区の教

科書採択協議会でありますけれども、今年度は平成 32 年度から使用する

小学校の教科用図書及び附則第 9 条図書の採択の年ということでありま

す。 

   役員改選については、会長は音更町、芽室町、幕別町の 3町の持ち回り

でありまして、そして小中学校いずれかの教科書採択事務を終えてから

会長を交代するという申し合わせ事項がありますので、30 年に幕別町が

会長として中学校の道徳科及び附則第 9 条図書の採択事務を行いました

ので、今年度については会長に音更町の教育長、副会長が芽室町の教育長、

監事は幕別町と浦幌町の教育長ということで決定をしております。なお、

音更町が事務局となりまして採択事務を進めていくことになっておりま

す。 

   私からは以上でありますけれども、学校教育課所管事業、社会教育課所

管事業で何かあれば報告願います。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 学校教育課所管事業の主なものについて、御報告をさ

せていただきます。 

まず、4月 1日ですけれども、教育委員会事務局職員の辞令交付式を実

施しております。給食センターと、やまなみを除く 45 人の正職員、臨時

職員等への辞令交付を行っております。 

また、4月 3日は、教育委員の皆様にも御列席いただきまして教職員の

辞令伝達式を実施しております。 

次のページにまいりまして、4月 5日は給食センターの調理員配食等の

25 人の辞令の交付を行っております。 

また、4月７日ですけれども、上美生地区山村留学推進協議会の山村留

学生の歓迎会に教育長が出席をしております。なお、今年度はセンター留

学生 3人と親子の留学生 2人となっております。 

4 月 8 日、9日ですけれども、町内の小中学校の入学式が行われ、教育

委員の皆様に出席いただき、祝辞を述べていただいております。なお、本



年度の小学校１年生は 177 人であります。中学校１年生は 222 人、小中

合わせまして 1,750 人が 4月 1日現在の児童生徒数となっております。 

   以上、で報告を終わります。 

○武田教育長 社会教育課長。 

○日下社会教育課長 社会教育課所管事業については、最後のページですけ

れども 1 点、4 月 18 日、芽室町中学生国際交流訪問団の事後研修という

ことで、3月 21 日から 29 日までの間、トレーシー市への交流訪問という

ことで、この帰朝報告を町長へ行っていただきました。 

以上であります。 

○武田教育長 ただいま、報告がありましたけれども、何か質疑等ございます

でしょうか。よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは特にありませんので、議事に入らせていただきます。 

 

◎日程第 4「報告第 1号就学困難な児童生徒に係る就学援助認定の件」 

○武田教育長 日程第 4「報告第 1号就学困難な児童生徒に係る就学援助認定

の件」について説明をお願いします。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 4「報告第 1号就学困難な児童生徒に係る就学援

助認定の件」について御報告をさせていただきます。 

 学校教育法第19条に規定する経済的理由によって就学困難と認められ

る児童生徒の保護者に対し、要保護及び準要保護児童生徒認定要領に基

づき、必要な援助を行うこととしたので報告をいたします。 

 本日お配りしました1ページ目の資料をご覧いただきたいと思います。 

 平成 31 年度就学援助認定総括表であります。4 月 1 日現在で申請世帯

184 世帯、認定保留世帯 1世帯、認定世帯が 154 世帯で、内訳は要保護世

帯が 2 世帯、準要保護世帯が 152 世帯となっております。その内訳につ

いては記載のとおりです。不認定世帯が29世帯となっております。なお、

認定保留世帯につきましては、本年度本町に転入をした児童の保護者が、

従前地で就学援助の申請等を行っているということで、その確認等に今

時間を要しておりまして保留という形になっております。 

 認定の内訳につきましては、特に準要保護認定者数につきましては表

のとおりでございまして、小学校のお子さんで 133 人、中学校の生徒で

102 人で、合わせて 235 人となっております。4月１日現在の児童生徒数

が 1,750 ということで、認定率は 13.4％という状況になっております。 

 以上で、報告を終わります。 

○武田教育長 ただいま説明が終わりましたけれども、これに何か質疑



があればお願いしたいと思います。 

 特にございませんか。よろしいですか。 

（「ございません」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければ、報告第 1 号については報告のとおりとい

たします。 

 

◎日程第 5「報告第 2号就学指定校変更認定の件」 

○武田教育長 次に、日程第 5「報告第 2号就学指定校変更認定の件」につい

ては、公開することにより個人の権利を侵害するおそれがある事項に当

たりますので、非公開としたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、非公開といたします。 

以下、非公開 

 

◎日程第 6「報告第 3芽室町奨学金貸付の件」 

○武田教育長 次に、日程第 6「報告第 3号芽室町奨学金貸付の件」について

は、公開することにより個人の権利を侵害するおそれのある事項に当た

りますので、この件につきましても非公開としたいと思いますけれども、

よろしいでしょうか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、異議なしと認め、非公開といたします。 

以下、非公開 

 

◎日程第 7「議案第 1号芽室町学校医委嘱の件」 

○武田教育長 次に、日程第 7「議案第 1号芽室町学校医委嘱の件」について、

説明を願います。 

 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第7「議案第1号芽室町学校医委嘱の件」について、

御説明をさせていただきます。 

   平成 31 年 4月 1日付で公立芽室病院に赴任をいたしました医師に対し

まして、学校保健安全法第 23 条の規定に基づきまして、学校医を委嘱し

ようとするものでございます。 

   14 ページに委嘱予定者名簿ということで、4 月 1 日付で赴任をされま

した中村利仁公立芽室病院の医師を学校医として１年間委嘱しようとす

るものであります。 

   以上で説明を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、これより質問があれば受けたいと



思います。 

   ありませんか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければ、お諮りしたいと思います。 

   議案第 1 号については、原案どおり決定することで御異議ありません

でしょうか。 

（「異議なし」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 1 号については原案どおり可決をい

たしました。 

 

◎日程第 8「議案第 2号芽室町教育支援委員会委員委嘱の件」 

○武田教育長 次に、日程第 8「議案第 2号芽室町教育支援委員会委員委嘱の

件」について、説明を願います。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 8「議案第 2号芽室町教育支援委員会委員委嘱の

件」について、御説明をいたします。 

   お手元の資料で 17 ページでありますけれども、芽室町教育支援委員会

規則がございます。児童生徒に対して適切な就学の支援を行うための委

員会につきまして、第 3条にありますとおり、次に掲げるもののうちから

教育委員会が委嘱することとなっており、第 4 条では委員の任期は 2 年

としているものでございます。 

   16 ページに、今回委嘱をしようとする委員名簿を掲載しております。

委員につきましては、吉藤清孝芽室小学校校長以下16名の教職員の方々、

学識経験者、行政機関の職員ということで委嘱を予定しているもので、期

間につきましては、本年 4月 1日から 2年間の予定となっております。 

   以上で説明を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、これより質疑があれば受けたいと

思います。よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければ、お諮りしたいと思います。 

   議案第 2 号について、原案どおり決定することで御異議ありませんで

しょうか。 

（「異議なし」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 2 号については原案どおり可決をい

たしました。 

 

◎日程第 9「議案第 3号芽室町教育研究所所員委嘱の件」 



○武田教育長 続きまして、日程第 9「議案第 3号芽室町教育研究所所員委嘱

の件」ついて、説明を願います。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 9「議案第 3 号芽室町教育研究所所員委嘱の件」

について、御説明をいたします。 

   芽室町教育研究所運営規則第 2 条の規定に基づきまして、委員を委嘱

しようとするものでございます。 

   20 ページに条例及び規則を掲載しておりますけれども、下のほうの規

則の第 2条にありますとおり、所員については、委嘱は 22 人以内という

ことで、各町内小中学校の推薦を待って教育委員会が行い、任期は２年と

しております。 

19 ページに、今回委嘱をしようとする研究職員の名簿を掲載しており

ます。芽室南小学校吉本徹校長ほか 8 名の方々を委嘱しようとするもの

でございます。 

   期間につきましては、本年 4 月 1 日から 2 年間という予定でございま

す。 

   以上で説明を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、これより質疑を受けたいと思いま

す。よろしいでしょうか。 

 ○西村教育長職務代理者 教育長、ちょっと質問です。 

    中身については問題ないのですけれども、これ、規則の中で今、課長の

説明では委嘱は 22 人以内という。これ、各学校で 1名ずつですよね。今

のこの委嘱される方々。これ、22 名というのは、昭和 48 年にできたとい

うことは、その当時の学校の校数からいったら妥当な数字だと思うので

すけれども、今でいったらちょっとこれ、2 名でやっても、そんなふうに

ならない数字かなと思います。その辺、ちょっと考慮したらいいのではな

いかと思います。ちょっと思ったのですけれどもその辺の考え方として

の、もし何かあれば聞きたいのですけれども。 

○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 22 人以内につきましては、今代理からも話したとおり、

昔、やはり学校数等も多くて、複数、例えば選出されるような場合もあっ

たということで、枠としては人数的に 22 人以内というふうにしておりま

す。 

   現状は、今、各小中学校からそれぞれ委員が選出されているほかに教頭、

校長というような状況でございます。今言った数の範囲の人数について

は、委員、第１回のほうで言われましたので、今後この研究所の運営のあ

り方の中で所員数などについて検討した上で、やはりここについても変



更が必要ということになれば、改正することも今後検討の一つとして進

めてまいりたいというふうに思いますけれども、現状は今のところ、あえ

て減らすというところの基準がきちんと決まったものはございませんの

で、規則改正までは今まで行っていなかったというのが現状でございま

す。 

○西村教育長職務代理者 わかりました。今の説明で十分理解できたのです

けれども、これ、教育のありようもどんどんこう変わっていくし、社会が

求めるものも当然変わってくるということで、ニーズに関しては 22 人以

内、それ以上でも別に問題はないと思うのですけれども、もしこういった

ことを含めて、特別に研究してくれということがあるのであれば、人員を

増員するとか、そういう何か項目がもし考えられるのであれば、そういう

方向でも検討がいるのかなと。ただ、ただ人数減らせばいいというもので

もないと思いますので、それもし検討しておくということであれば、いろ

いろな角度からちょっと考えてもらって、ということのほうがいいのか

なと思うのですけれども、その辺ちょっと考慮してもらいたいと思いま

す。 

○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 いただいた御意見も踏まえて、今後の課題として捉え

ていきたいというふうに思います。 

○武田教育長 よろしいでしょうか。 

○西村教育長職務代理者 はい、よろしいです。 

○武田教育長 ほかにございませんか。よろしいですか 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、特になければ、お諮りしたいと思います。 

   議案第 3 号について、原案どおり決定することで御異議ありませんで

しょうか。 

（「異議なし」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 3 号については原案どおり可決をい

たしました。 

 

◎日程第 10「議案第 4号第 12 地区教科書採択教育委員会協議会委員代理者選任

の件」 

○武田教育長 続きまして、日程第 10「議案第 4号第 12 地区教科書採択教育

委員会協議会委員代理者選任の件」について、説明を願います。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 10「議案第 4号第 12 地区教科書採択教育委員会

協議会委員代理者選任の件」について、説明をさせていただきます。 



   お手元の資料の 22 ページ以降に規約が掲載されておりますけれども、

23 ページに会議の運営ということで第 9 条が載っています。この第 2 項

に、但し書きの部分ですけれども、この 2項については 11 条に定める調

査委員会の報告に基づいて教科用図書を種目ごとに 1 種類決定すること

の協議を行う会議には、委員全員が出席しなければ開くことができない

となっております。最終的に教科書をどの教科書にするかということを

決定する場所なのですけれども、ただし委員に事故があるときは当該教

育委員会が指定する代理人が出席するものとするということになってお

りまして、この規定に基づきまして委員は教育長になっておりますので、

教育長に代わる代理人者を選任しようとするもので、21 ページにありま

すとおり職名といたしまして教育委員会学校教育課長を代理人として選

任をしようとするものでございます。 

   以上で説明を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、これより質疑を受けたいと思いま

す。 

○武田教育長 任期ってあるのですか。32 年 3 月 31 日なのだけれども、教科

書採択の採択決定日って 8月 31 日で終了するのですけれども、その辺は

どういうふうに考えているのでしょうか。 

○松浦学校教育課長 協議会自体が年度会計になっているということで、こ

の規則上では 8 月末ということがどこにも記載がないものですから、一

応年度の期間で任期にしておりますけれども、教育長言われたとおり、今

後の代理人としての任期についてどのように設定するかについては、各

市町村なども含めて協議をした上で検討してまいりたいと思いますけれ

ども、本年度につきましては、これまで同様１年の任期という中で任期を

考えたいというふうに考えております。 

○武田教育長 委員のみんなから何かありますか。特にないですね。よろしい

ですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、特になければ、お諮りしたいと思います。 

   議案第 4 号について、原案どおり決定することに御異議ありませんで

しょうか。 

（「異議なし」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 4 号については原案どおり可決をい

たしました。 

 

◎日程第 11「議案第 5号芽室町学校給食運営協議会委員委嘱の件」 

○武田教育長 次に、日程第 11「議案第 5 号芽室町学校給食運営協議会委員



委嘱の件」について、説明を願います。 

 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 「議案第5号芽室町学校給食運営協議会委員委嘱の件」

について、御説明をさせていただきます。 

   芽室町学校給食センター条例施行規則第 8 条１項並びに 2 項の規定に

基づきまして委員を委嘱しようとするものでございます。 

   26 ページに規則の抜粋を掲載しておりますけれども、第 8 条の 2 にあ

りますとおり、補充委員の任期は前任者の残任期間とするとなっており

まして、今回委嘱を予定しているものが 25 ページの一番上段にあります

吉藤清孝芽室小学校校長先生であります。前任の委員でありました佐々

木校長先生は、3 月 31 日付で退職をされまして、その後任として芽室小

学校に赴任されました吉藤校長先生を前委員の残任期間といたしまして

4月1日以降来年の5月31日まで委嘱をしようとするものでございます。 

   以上で説明を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、これより質疑があれば、何か質問が

あればお受けしたいと思います。 

   ありませんか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければ、お諮りしたいと思います。 

   議案第 5 号について、原案どおり決定することで御異議ありませんで

しょうか。 

（「異議なし」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 5 号について原案どおり可決をいた

しました。 

 

◎日程第 12「議案第 6号芽室町立学校における学校運営協議会委員委嘱の件」 

○武田教育長 次に、日程第 12「議案第 6 号芽室町立学校における学校運営

協議会委員委嘱の件」について、説明を願います。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 12「議案第 6 号芽室町立学校における学校運営

協議会委員委嘱の件」について、御説明をさせていただきます。 

   芽室町立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則第 3 条第

１項の規定に基づきまして委員を委嘱しようとするものでございます。 

   33 ページに規則の抜粋を掲載させていただいておりますけれども、第

3 条において、協議会の委員は 15 人、2 以上の学校については一つの協

議会を設置する場合には 20 人以内とし、校長の推薦を受けて次に掲げる

者のうちから教育委員会が任命するとなっており、期間については 4 条



にありますとおり1年ということで、再任は妨げないとなっております。 

   それでは、各学校ごとの委員につきましては、まず 27 ページが芽室小

学校の各運営協議の委員の名簿でございます。高橋仁美さん以下 14 名と

いうことで、芽室小学校は 15 人の委員の委嘱を予定しております。 

   28 ページが西小学校の運営協議委員名簿で、髙井さん以下 9 名の方、

全員で 10 人の方を委嘱を予定しております。 

   同じように、29 ページが南小学校でございまして、安藤さん以下 10 名

の方、全体で 11 人の方を予定をしており、30 ページは芽室中学校であり

まして、土屋さん以下 14 人、全体で 15 人の方です。それから 31 ページ

が西中学校で、福田さん以下 9人で 10 名の皆さん。最後に、上美生小学

校と中学校です。こちらにつきましては、河口さん以下 14 人の方で 15 名

の方を予定しております。合わせまして 6協議会で、全体で 76 人の方を

1年間委嘱をしようとするものでございます。 

   なお、委員会終了後、コミュニティースクールについても内容等につい

ては改めて資料等で御説明する機会を設けたいと思っております。あわ

せまして 5月の 23 日の日に、本日の教育委員会で御検討いただきました

ならば、第１回の学校運営協議会として、この全員の方々に一堂に集まっ

ていただいて会議を開催させていただき、委員会終了後に御説明をさせ

ていただきますＣＳにかかわる資料等の説明と目的を含めて、そういっ

た形で会議を開催させていただき、その中で各学校からは学校運営方針

などの説明とともに本町が育む子供の未来、将来像などについての意見

などをいただくような会議を持ちたいというふうに考えております。 

   さらにその後は、それぞれの協議会ごとに会議を開催させていただい

て、来年の学校運営方針などに向けてそれぞれ御意見をいただいて、それ

を反映していくような形で協議会のほうは進めてまいりたいというふう

に考えております。 

以上で説明を終わります。 

○武田教育長 ただいま説明が終わりましたので、これより何か質疑があれ

ば受けたいというふうに思っております。 

特にございませんか。 

 ○西村教育長職務代理者 これちょっと。 

○武田教育長 はい。 

 ○西村教育長職務代理者 この上美生小中のほうでは、これ２校で人 15 名な

のですが、これ小学校は今校長が一応任命しているということ。これ見た

ら、竹田中学校の校長が名簿の中に入っている。中学校の校長が任命とい

うことでいいのですよね。 

（発言する者あり） 



○西村教育長職務代理者 小中で一つだものね。 

○武田教育長 小中で一つです。 

   中学校の竹田校長と小学校の松井校長、実は入ってはいるのですけれど

も。 

○西村教育長職務代理者 これ、任命は、それで小学校の校長。 

○武田教育長 任命は教育委員会なのです。 

○西村教育長職務代理者 教育委員会。 

○武田教育長 教育委員会なのです、委嘱するのは。 

ここはもう、運営協議会の委員として推薦を受けた人を教育委員会が委

嘱するということ。 

○西村教育長職務代理者 それで、上美生小中は委員に竹田校長が入って。 

○武田教育長 松井校長も入っています。 

○西村教育長職務代理者 松井校長も。 

○武田教育長 校長も入っています。 

○西村教育長職務代理者 入ってることになるのかな。運営、名簿のあるかな。 

○武田教育長 下から３人目。 

○西村教育長職務代理者 松井さん。 

○武田教育長 はい。 

○西村教育長職務代理者 そうしたら、ほかの学校と違うのかな。 

○武田教育長 ほかの学校は、それぞれ。 

○西村教育長職務代理者 校長先生が。 

○武田教育長 それぞれ運営協議会を設置するので、校長先生が入って、上美生

小中は、小中で一つの運営協議会なので、2人とも入る。 

  西小は西小で一つの運営協議会なので、それはそれぞれ委嘱をすると。 

○西村教育長職務代理者 それでいいのか。そうしたら、学校に西中の場合は久

保校長が下に載っているからいいのか。いや、わかりました。 

   これ、委嘱する名簿だからいいのか。教育委員会が委嘱する名簿だからい

いのか。 

○武田教育長 運営協議会の設置は、上美生小中学校で一つですよということ

で申請が出てきているので、それに対する運営協議会の委員としてはこの

人たちですよということです。 

○西村教育長職務代理者 校長の位置づけというのが招集や何かというのは、

その。 

○武田教育長 その協議会の中でどこが主になったというのは。 

○西村教育長職務代理者 協議会の招集っていうのはこれからか。 

○武田教育長 そうです。 

○西村教育長職務代理者 とりあえずはその校区の。 



○武田教育長 そうです。これは、運営協議会を設置するのは上美生小中で一つ

で設置しましたということでの、そうですので。あと運営協議会委員として

は、教育委員会がこのメンバーの方に委嘱させてもらって、あとはそれぞれ

の運営協議会の中で進めていただく、主となるのは中学校になるのかなと

思ってはいるのですけれども。 

○西村教育長職務代理者 校長の位置づけ。一日に方針や何かを出して。 

○武田教育長 それは小学校は小学校の、学校の経営方針。 

○西村教育長職務代理者 経営方針のほうも。 

○武田教育長 も、ここでやる。中学校は中学校も同じようにこの協議会でやり

ますよということにはなるというふうに思います。 

○西村教育長職務代理者 委員会での任命する、任命というか委嘱する立場と、

それから各学校での運営していくというその実際の運営段階に入った段

階でのあれというのは、それはある程度任せていくということなのだろ

うからいいのかなと思いますけれども、ちょっと勘違いしていました。委

員会の立場と学校それぞれの単独のその動きというのが当然それぞれに

あると。これは、委員会へ委嘱するということの位置づけで理解。それは

わかりました。 

○武田教育長 何かございますか。よろしいですか。 

（「ない」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、特になければ、お諮りしたいと思います。 

   議案第 5 号について、原案どおり決定することで御異議ありませんで

しょうか。 

（「異議なし」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 5 号については原案どおり可決をい

たしました。 

   第 6 号ですね、第 6号について原案どおり可決をいたしました。 

 

◎日程第 13「議案第 7号芽室町の部活動のあり方に関する方針策定の件」 

○武田教育長 次に、日程第 13「議案第 7 号芽室町の部活動のあり方に関す

る方針策定の件」について、説明を願います。 

   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 13「議案第 7 号芽室町の部活動のあり方に関す

る方針策定の件」について、御説明をさせていただきます。 

   34 ページ以降、方針等について記載をさせていただいておりますけれ

ども、4月 8日に開催をさせていただきました第 1回教育委員会協議会に

おいて説明した内容と基本的には変わっておりません。 

   35 ページ以降にございますように、1 として本方針の策定の趣旨等と



いうことで、学校教育の一環として行われる中学校段階での部活動対象

とした生徒にとって望ましい部活動の環境を進めるという観点に立って、

国、道などの方針を踏まえ、合理的でかつ効率的、効果的に行われる部活

動のあり方を念頭に策定するものでございます。2として、適切な運営の

ための体制整備。また 36 ページ以降は 3として合理的でかつ効率的、効

果的な活動の推進。37 ページは、4として適切な休養日の設定となってお

りまして、この適切な休養日の設定につきましては、①から⑥まで 6点に

ついて基準を定めております。①にありますとおり、学期中は週当たり 2

日以上の休養日を設けるとして、平日は少なくても 1 日及び日曜日以下

週末については少なくても 1 日以上の休養日とするということで基準を

定めております。また、時間等については、⑤にありますとおり、活動時

間は長くとも平日では 3時間程度、休業日については 4時間程度、1週間

の活動時間は長くても 16 時間程度とした上で、年間の平均活動時間が平

日で 2 時間程度、休業日が 3 時間程度となるよう、できるだけ短時間に

合理的でかつ効率的、効果的な活動を行うという議件を定めているとこ

ろでございます。 

   5の生徒のニーズに踏まえた環境の整備、さらに38ページについては、

6として学校単位で参加する大会などの見直し、7としてその他というよ

うなことで記載をさせていただいております。 

   この内容等については、町内各学校の校長などを通じて、内容について

も御検討いただき、また先だっての協議会でもありましたように、現段階

ではなかなか管内の教委連として方針がまだできていないということも

ありますことから、本町といたしましては基本的には北海道の指針など

を踏まえながら、学校現場の意見も踏まえて本日提案させていただいて

いる方針で進めてまいりたいというふうに考えております。 

   以上で説明を終わります。 

○武田教育長 説明が終わりましたので、これにつきまして何か質問等あれ

ばお受けしたいと思います。 

   協議会の内容とは、結局は変わってはいないです。校長会からも言われ

たのは、やはり教委連のとばっちり、全体で統一した形をとるのが望まし

いのでしょうねという話をされておりますので、今後恐らく教委連のほ

うが課題ですね。そういう動きが出てくれば、ちょっと変更の余地は出て

くる可能性もあるものですから、今、ちょっと今のところこういう形で。 

○鳥本委員 ちょっと済みません。全国的な動きだとは思うのですけれども、

芽室町として管内、北海道というところでこういう形にはしょうがない

のかなとは思うのですけれども、そのしょうがない中でも、まずは保護者

の方に理解をしてもらうというところが一つだと思いますし、あとせっ



かく学校運営協議会にコミュニティースクールがあるので、まずそこで

ちょっと議題に出していただいて、学校だけではもうこれからは先生、学

校だけでは回っていく状況にはならないと思うので、やはり保護者、地域

の方に協力していただける声かけをしていただきながら、あと保護者の

理解を得て、子供たちができる運動の環境をつくっていただけたらなと

は思いますけれども。 

○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 ただいま御意見がありましたとおり、特に指導に関し

ては、やはり先生方だけでは今後難しくなってくる場面もあろうかと思

いますので、今のような御意見も、また生徒自身の健康だとかけがなども

含めて、やはり方針で示されるような時間というようなことを含めて、活

動のあり方について理解をいただきながら進めていかなければならない

と思います。 

   また、大会等のあり方、これは各市町村だけではなかなか解決できませ

んので、そういった主催案内を含めた大会等のあり方についても十分今

後は全体的に考えていただいた中で進めなければならない課題ではない

かなというふうに考えております。 

   まずはやはり、地元の保護者の皆さんを含めた地域の理解というとこ

ろも当然必要だと思いますので、そういったことも含めて進めてまいり

たいというふうに思います。  

○鳥本委員 ありがとうございます。今現在、部活動ということで、中学校だ

とは思うのですけれども、今現在、西中、芽中２校があった中で、芽中は

やはり人数が多いので、部活のほうは十分な活動はできている環境では

あるのですけれども、やはり少子化というところで、西中、芽中がうまく

手を取り合える環境をつくってあげたらなというのは個人的なところと、

先生、いろいろな方と話をして、やはりどうしてもこう、団体競技があれ

ばどうしても先生をつけなければならないというところで芽中と西中が、

この部活をやりたいという環境で手を組める環境ができたらなとは思う

のですけれども、こういう部活動の時間が減になっているプラス部活動

自体の個数も減ってきているのが事実なので、うまく、せっかく芽室町の

中で中学校と西中が手を組んで部活ができないかなというのが、校長先

生とも話ししながらきたところではあるのです。なかなか難しいという

ところもあるのですけれども、でもやはりこうして声かけをしてできる

スポーツができる環境をつくっていかなければと思って、部活の時間が

減るばかりでなくて、何か協働できる環境をつくっていただけたらなと

いうのはあります。 

   よろしくお願いします。 



○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 今後、生徒数なり部員数の減少ということで、単一校で

の競技活動は難しい団体競技なども出てきますので、複数校による部活

の推進ということについては、当然取り組みとしては出てくるかと思い

ますけれども、現状といたしましては、それぞれ、例えば複数校でやった

としても顧問が必要だとか、指導者とかという条件だとかいろいろござ

いますので、その辺が外部指導者を含めた中で、当然複数校による合同チ

ームのあり方の基準というのもそれぞれの競技によって違いますので、

単一校で今の現状でいきますと、チームができる場合は複数校として合

同チームが作れないですとか、そういったさまざまな課題もございます

ので、そういったその取扱いの状況なども踏まえた上で、その複数校によ

る部活動のあり方というところについては、今後も取り組みを推進して

今なければならないかと思いますし、そうなった場合においての先ほど

言った指導者なり顧問というような部分についての外部の人材の活用と

いうようなところが今後は大きな課題になってくるかと思いますので、

教職員だけではなくて、地域としてそういった人材が本当に御支援いた

だけるような方々がおられれば大変ありがたいと思いますので、そう

いったことも踏まえてその取り組みの推進に当たって進めて、子供たち

の活動環境を整えてあげるということができると好ましいというふうに

は考えております。 

○武田教育長 よろしいですか。 

○鳥本委員 はい。よろしくお願いします。 

○武田教育長 ほかにございませんか。 

○山口委員 いいですか。2点ほどちょっと確認したいことがあるのですけれ

ども、芽室町の部活動のあり方に関する方針ということで、これは高校、

私立、公立関係なく、芽室町だから高校もこれはこの規定にかかわるとい

うことかなと思うのですけれども、その辺の確認を一つと、もう一つ。次

の議題でもあると思うのですけれども、かかわってくるかなと思うので

すけれども、小学校の少年団、部活動ではなくて少年団のかかわり方はど

ういうふうに考えておられるのかなと思って、この 2 点をちょっと確認

したいと思います。 

○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 協議会のときにも御説明いたしましたとおり、部活動

はあくまで芽室町ですので、高校は関係ございません。あくまで、道立校

は道立としての、道としての部活動活動の方針を策定しておりますので、

それらを参考にいたしまして市町村立の学校の部活動のあり方について

策定を認められていることから、本町としても策定をしていくという状



況になります。 

   また、部活動は、御存じのとおり学校教育の一環として行われるもので、

少年団は社教育活動の一環として行われるものですので、あくまで部活

動という定義で申し上げますと、少年団活動については、そこには含まれ

ませんけれども、次の議題でもありますとおり、働き方改革の中では、少

年団活動についても部活動、中学校の働き方に合わせたことを踏まえた

活動のあり方ということを表記しておりますので、そういった意味では

少年団を指導されております教職員の皆様についても、時間外勤務の縮

減などを含めた取り組みとして同一の理解を願いたいということで定め

ております。 

   ただ、部活動のあり方について、方針定めた中では、当然今後は少年団

にあっても、ただ少年団は実質週に活動日が 2 日から 3 日というところ

が多くて、あと季節的に行うものについては、大会前などが結構びっちり

ありますけれども、オフシーズンはほとんど活動していないだとか、そう

いった事案もございますので、当然それらも参考にした上で、それぞれの

少年団のあり方については、こういったものも参考にしていただきたい

というふうにお願いはしていきたいと思います。 

ただ、吹奏楽などの文科系について、一部やはり部活動と同じような状

況が見られるということがありますので、これらについては当然その少

年団活動であり、社会教育活動ではありますけれども、同様にやはり、か

なり子供たちの活動の負担になったり、指導者の負担にならないような

ことは当然見られているという実態がございます。 

   以上です。 

○山口委員 わかりました。 

○武田教育長 よろしいですか。ほかにございませんか。 

   よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければ、お諮りしたいと思います。 

   議案第 7 号について、原案どおり決定することに御異議ありませんで

しょうか。 

（「異議なし」と発する声あり） 

○武田教育長 異議なしと認め、議案第 7 号について原案どおり可決をいた

しました。 

 

◎日程第14「議案第8号芽室町立学校における働き方改革推進プラン改定の件」 

○武田教育長 次に、日程第 14「議案第 8 号芽室町立学校における働き方改

革推進プラン改定の件」について、説明を願います。 



   学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 日程第 14「議案第 8 号芽室町立学校における働き方改

革推進プラン改定の件」について、御説明をさせていただきます。 

   先ほど決定をいただきました部活動のあり方に関する方針、これも道

内の働き方の改革プラン、推進プランの改定に基づいて変更をしようと

するものでございまして、特に学校の休養日、こういったものについて、

働き方の中で部活動の休養日の日数などについて変更をしていこうとす

るものでございます。 

   45 ページ、46 ページに新旧対照表がございますので、こちらで、小さ

くて申しわけございませんけれども、御説明をさせていただきます。左側

が現行の本町のプランでございまして、真ん中が改定後ということで、右

側が部活動に関するあり方に関する方針という状況の表になっておりま

す。 

   今回改定をさせていただく部分につきましては、この働き方の目標及

び期間の中の目標と目標に目指す指標の部分でございますけれども、こ

れまで部活動休養日は完全に実施すると年間73日というようにしていた

わけですけれども、部活動のあり方に関する方針などを踏まえまして、平

日は週 1日ということで 52 日間、年間。週末週は１日ということで 52 日

で 104 日、これまでの 73 日よりはこの 104 日プラス学校閉庁日の 9日間

という形を部活動休養日して完全に実施していこうという指標に改めよ

うとするものでございます。これに基づいて、具体的な取り組みの部活動

休養日等の完全実施について、それぞれこれまでのプランを部活動のあ

り方に関する方針に基づいた休養日の実施であったり、活動時間に改定

をしようとするものでございます。 

   以上で説明を終わります。 

○武田教育長 以上で説明が終わりましたので、これより質疑を受けたいと

思います。 

   基本的には、道立学校に準じてということでありますので。 

○西村教育長職務代理者 一ついいですか。これ、働き方改革のプランという

のはこれ、平成 30 年 6 月に制定して、それ以降改定してこう、中身をさ

らに充実というのですか、していくということですか。これ、現場の声と

いうか、まだこれ実際には半年くらいですよね。その辺で、現場の意向と

してのさらにもう少し進めていくということなので、現場の感触という

のでしょうか、その辺はどのように捉えているのか、ちょっとお聞きした

いのですけれども。 

○武田教育長 学校教育課長。 

○松浦学校教育課長 これまでも、昨年でいきますと働き方改革にかかわり



まして各学校としては、当然変形労働時間の活用ですとか、定時退勤日で

すとか、学校閉庁日、このほかの設定というのは当然全部実施しておりま

すし、部活動についても週に 1日程度の、1日以上の休養日は設定をして

おりました。また、それとは別に、例えば各学校にあっては、定期テスト

前は部活を休むですとか、職員会議など、そういったときには部活動を休

止するというようなことで、各学校、実際には取り組みをしておりました。 

   今回、新たな改革というか計画の中で、これまでの実質 73 日程度から

104 日なり 113 日程度の休養日になりますことから、現状としては確かに

子供たちの活動時間の確保という部分では苦慮する部分はありますけれ

ども、やはり先生方の働き方、また子供たちのけがなどを含めた部活動の

あり方というところで一定程度御理解をいただいて進めていきたいとい

うことで、各学校の中学校とも部活動に関してはお話を進めているとこ

ろです。 

ただ、プランについては、あくまで 32 年度末ということで、来年度末

までということですので、平成 33 年度になる、平成ではないですけれど

も、令和になりますけれども、その時点では新たな道としての方針ですと

か、そういったものも示されますでしょうし、その時点での部活動のあり

方というのも、また状況が変わってくるかと思いますので、次の計画策定

の段階でどのような状況になっているかということも踏まえて、さらに

現状そこまでの各学校の実態なども踏まえて次期計画を、また策定をし

ていくような話になっていくのかなというふうに捉えてございます。 

○武田教育長 基本的には、十勝管内の教委連の考えとかですね、、恐らく道

立に会わせた取り組みは、それは統一した形で整理されていくというふ

うに聞いておりますので。 

   特に何か、ございませんか。 

○西村教育長職務代理者 先ほどの御家族も含めてこういう中心となること

がしっかりと守られていけば、もうちょっと体制的にもそのように動い

ていくところまで、まずはしっかりと現場なりが周知していないと、なか

なかこれうまくいかない部分もあると思うので、そこら辺は事あるごと

に話をしていくということで進めてもらうということが前提なのかなと

思います。そういう努力はしていかなければならないなと思います。 

○武田教育長 あと何か。よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○武田教育長 特になければ、お諮りしたいと思います。 

   議案第 8 号について、原案どおり決定することで御異議ありませんで

しょうか。 

（「異議なし」と発する声あり） 



○武田教育長 異議なしと認め、議案第 8 号については原案どおり可決をい

たしました。 

 

   以上、本日予定された議事日程は終了いたしましたけれども、委員の皆

さんから何かございませんでしょうか。 

   よろしいですか。 

（「ありません」と発する声あり） 

○武田教育長 それでは、特になければ、今後の日程について説明を願います。 

○中田学校教育課総務係長 それでは、今後の日程について、御説明いたしま

す。 

   5 月の教育委員会会議ですけれども 5月 27 日月曜日、16 時から中央公

民館 2階図書資料室で行います。 

   その他、4月 26 日金曜日、あすですけれども平成 31 年度芽室町ＰＴＡ

連合総会が 19 時から芽室駅前プラザで行います。5 月 13 日月曜日には、

平成 31 年度の十勝管内教育委員会連絡協議会総会を行われます。5月 23

日木曜日ですけれども、先ほども御説明したとおり第１回芽室町学校運

営協議会合同会議を 19 時から中央公民館２階講堂で行います。5月 25 日

土曜日には芽室中学校、芽室西中学校の体育祭が行われます。5 月 29 日

水曜日には、チャレンジデー2019 が実施されます。6月 1日土曜日は、上

美生小中学校合同運動会。また、芽室小学校、西小学校、南小学校の運動

会が行われます予定でございます。 

   以上です。 

○武田教育長 ただいま今後の日程等ありましたけれども、ちょっと日程等

混んでおりますけれども、スケジュールに調整等、よろしくお願いしたい

と思います。 

   それでは、以上をもちまして本日の全ての日程が終了しましたので、第

1回教育委員会会議を閉じたいと思います。 
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